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　トッパンから世界へ―
ジュネーヴを制した上野通明が無伴奏で凱旋

　日本人の活躍で歴史に残る結果となったショパンコンクール
の興奮冷めやらぬ、2021年10月。ジュネーヴ国際音楽コンクール
のチェロ部門で、上野通明が同部門日本人初の優勝を飾り、
彼もまた、一躍注目の人となりました。トッパンホールには高校生
の頃から数多く出演、じっくりとマイペースな歩みながら、確かな
成長の軌跡を刻んできた上野がついに勝ち得たとびきりの
朗報に、ホールのスタッフも皆、あたたかく、そして誇らしい喜び
に満たされました。
　そんな彼の初登場は2014年の〈ランチタイムコンサート〉。
その後も、トッパンホールでは彼の才能に注目し続け、北村
朋幹や山根一仁といった同世代演奏家との共演、さらには
名手ダニエル・ゼペックやジャン=ギアン・ケラスら、海外の
トップアーティストとの共演も次 と々アレンジし、さらなる成長を
促してきました。また、ピーター・ウィスペルウェイとの出会いを
ホールが橋渡ししたことは、ドイツ・デュッセルドルフ音楽大学

への留学へと結実、そこでの地道な努力と、敬愛する師との
豊かな交流が、今回の結果に結びついたと言えましょう。
　そんな上野の快挙を祝し、急遽今回のリサイタルを提案
したところ、上野から寄せられたプログラムの希望は、予想
を裏切る《無伴奏》！チェレプニンのエキゾチックな調べと
ワイルドの胸を打つ秘曲に始まり、コダーイとリゲティの無伴奏
チェロの名曲を経て、師ウィスペルウェイも得意とするブリテン
の大曲へと至る雄大なプログラムに、いまの上野通明に満ちる
自信と勢いが垣間見えます。そして、岡本侑也やゴーティエ・
カプソンら、ここ数年だけでもあまたの才能が挑んだ《無伴奏》
で、上野がどんな足跡を残すか、楽しみな挑戦です。
　「お越しいただいた皆さまの記憶に何かを残せるような演奏
をしたい」と本人が熱く語る今回のコンサート。コンクール優勝
を経て、次のステージへとステップアップを目指す渾身の演奏に、
ご期待ください！


